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◆
岐
阜
県
知
事
表
彰

◇
永
年
勤
続
功
労
章

　

分
団
長　

中
島　
　

寿
（
久
瀬
）

　

団　
　

員　

小
寺　

淳
一
（
本
部
）

◇
勤
続
功
労
章

　

副
分
団
長　

東
野　

克
也
（
坂
内
西
部
）

　

団　
　

員　

長
屋　

清
重
（
小
津
）

　

団　
　

員　

川
本　
　

励
（
本
部
）

　

団　
　

員　

藤
原　
　

弘
（
本
部
）

　

団　
　

員　

高
橋　

利
彦
（
本
部
）

◇
功
労
章

　

分
団
長　

神
原
た
く
み
（
横
蔵
）

　

分
団
長　

奥
田　

岩
男
（
坂
内
西
部
）

　

副
分
団
長　

高
橋　
　

透
（
久
瀬
）

　

副
分
団
長　

増
田　

直
実（
久
瀬
南
部
）

　

副
分
団
長　

高
橋　

敬
一
（
小
津
）

　

部　
　

長　

新
川　

育
弘
（
美
束
）

　

班　
　

長　

橋
本　

房
則
（
小
津
）

　

班　
　

長　

髙
橋　

正
二（
坂
内
東
部
）

　

班　
　

長　

勇　
　

久
彦（
坂
内
西
部
）

　

団　
　

員　

小
椋　

貴
寿
（
坂
上
）

　

団　
　

員　

山
本　

和
之
（
坂
上
）

　

団　
　

員　

臼
井　
　

誠
（
坂
上
）

　

団　
　

員　

寺
田　

裕
次
（
坂
上
）

　

団　
　

員　

所　
　

敬
一
（
六
合
）

　

団　
　

員　

藤
原　

利
男
（
美
束
）

　

団　
　

員　

仲
野　

靖
彦
（
美
束
）

　

団　
　

員　

馬
渕　

真
二
（
藤
橋
）

　

団　
　

員　

山
口　

紀
夫（
坂
内
西
部
）

　

団　
　

員　

若
原　

紀
章
（
本
部
）

　

団　
　

員　

小
寺　

良
英
（
本
部
）

　

団　
　

員　

久
野　

賀
弘
（
本
部
）

　

団　
　

員　

北
野　

嘉
樹
（
本
部
）

◇
消
防
団
員
優
秀
家
族
賞�����������������

14
名

◆
町
長
表
彰

◇
町
長
特
別
功
労
章

　

分
団
長　

林　
　

孝
則
（
揖
斐
）

　

分
団
長　

坪
井　

保
憲
（
脛
永
）

　

分
団
長　

小
寺　

孝
実
（
中
央
）

　

副
分
団
長　

岩
間　

利
治
（
北
方
）

　

部　
　

長　

橋
本　

昭
一
（
大
和
）

　

班　
　

長　

仲
井　

久
義
（
横
蔵
）

　

班　
　

長　

矢
野　
　

崇（
久
瀬
南
部
）

　

団　
　

員　

山
本　

泰
久
（
坂
上
）

　

団　
　

員　

所　
　

英
二
（
六
合
）

　

団　
　

員　

新
川　

道
男
（
美
束
）

　

団　
　

員　

高
橋　

角
生
（
小
津
）

　

団　
　

員　

高
橋　

宏
樹
（
小
津
）

　

団　
　

員　

菅
原　

武
志（
坂
内
西
部
）

　

団　
　

員　

重
綱　

政
秋（
坂
内
西
部
）

　

団　
　

員　

岡
﨑　

康
成
（
本
部
）

◇
功
労
章
（
消
防
団
）�������������������������

18
名

◇
功
労
章
（
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
）

　

支
部
長　

矢
野　

美
穂
（
久
瀬
）

◇
町
長
感
謝
状
（
１
団
体
）

　

清
水
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

（
生
徒
２
名
）

◆
岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰

◇
勤
労
章
【
20
年
】

　

分
団
長　

竹
嶋　

久
善
（
大
和
）

　

団　
　

員　

山
本　

和
之
（
坂
上
）

　

団　
　

員　

仲
野　

靖
彦
（
美
束
）

　

団　
　

員　

若
原　

紀
章
（
本
部
）

　

団　
　

員　

木
野
村　

亨
（
本
部
）

　

団　
　

員　

久
野　

賀
弘
（
本
部
）

　

団　
　

員　

神
谷　

基
樹
（
本
部
）

◇
勤
労
章
【
15
年
】

　

分
団
長　

林　
　

孝
則
（
揖
斐
）

　

分
団
長　

坪
井　

保
憲
（
脛
永
）

　

分
団
長　

小
寺　

孝
実
（
中
央
）

　

副
分
団
長　

岩
間　

利
治
（
北
方
）

　

部　
　

長　

橋
本　

昭
一
（
大
和
）

　

部　
　

長　

今
村　

浩
樹
（
大
和
）

　

班　
　

長　

仲
井　

久
義
（
横
蔵
）

　

班　
　

長　

矢
野　
　

崇（
久
瀬
南
部
）

　

班　
　

長　

林　
　

宏
昭
（
本
部
）

　

団　
　

員　

山
本　

泰
久
（
坂
上
）

　

団　
　

員　

所　
　

英
二
（
六
合
）

　

団　
　

員　

小
寺　

一
成
（
中
央
）

　

団　
　

員　

新
川　

道
男
（
美
束
）

　

団　
　

員　

高
橋　

角
生
（
小
津
）

　

団　
　

員　

高
橋　

宏
樹
（
小
津
）

　

団　
　

員　

菅
原　

武
志（
坂
内
西
部
）

　

団　
　

員　

重
綱　

政
秋（
坂
内
西
部
）

◇
功
績
章���������������������������������������������

11
名

◆
揖
斐
郡
消
防
協
会
長
表
彰

◇
功
労
章���������������������������������������������

18
名

◇
勤
労
章���������������������������������������������

30
名

◇
功
績
章���������������������������������������������

18
名

◇
団
長
表
彰�����������������������������������������

43
名

◆
揖
斐
川
町
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

◇
会
長
表
彰

　

ク
ラ
ブ
員　

永
井
知
津
子
（
清
水
）

　

ク
ラ
ブ
員　

橋
本　

幸
子
（
小
津
）

　

岐
阜
県
知
事
消
防
団
員
優
秀
家
族
章
、
町
長

表
彰
（
功
績
章
）、
揖
斐
郡
消
防
協
会
長
表
彰
、

消
防
団
長
表
彰
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
受
章

者
の
紹
介
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

揖
斐
川
町
消
防
出
初
式

～
防
火
防
災
の
意
識
を
高
め
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
～

▲腕用ポンプ操法の披露

　

１
月
10
日（
日
）、
平
成
28
年
揖
斐
川
町

消
防
出
初
式
が
揖
斐
川
健
康
広
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

分
列
行
進
や
機
械
器
具
点
検
が
行
わ
れ

た
あ
と
、
階
梯
操
法
、
腕
用
ポ
ン
プ
操
法

が
披
露
さ
れ
、
防
火
防
災
へ
の
意
識
を
高

め
ま
し
た
。

　

健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
式
典

で
は
、
団
長
の
訓
示
の
ほ
か
、
功
労
者
の

表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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叙
勲
褒
章
祝
賀
会

少
し
早
め
の

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

お
い
し
い
お
米
を
食
べ
て
ね

～
清
水
小
学
校
か
ら
尚
和
園
へ
～

越
美
山
系
大
規
模
土
砂

災
害
合
同
防
災
訓
練

▲プレゼントを受け取る園児 ( おじま幼児園 )

▲写真を使って説明をする児童

▲大規模土砂災害を想定した訓練

　

12
月
17
日（
木
）、
中
央
公
民
館
で
平
成

27
年
に
叙
勲
・
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
皆
さ

ん
の
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
起
人
を
代
表
し
て
宗
宮
町
長
は
「
皆

さ
ん
の
功
績
は
若
い
世
代
の
人
た
ち
へ
の

模
範
に
な
る
。
ご
尽
力
に
感
謝
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
に
叙
勲
・
褒
章
を
受
章
さ
れ

た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
《
旭
日
双
光
章
》　

高た
か

橋は
し　

治は
る

彦ひ
こ

さ
ん

　
《
旭
日
双
光
章
》　

島し
ま

岡お
か　

貞さ
だ

義よ
し

さ
ん

　
《
瑞
宝
双
光
章
》　

石い
し

原は
ら　

紳し
ん

市い
ち

さ
ん

　
《
瑞
宝
双
光
章
》　

山や
ま

本も
と　

晃あ
き

久ひ
さ

さ
ん

　
《
瑞
宝
単
光
章
》　

内な
い

藤と
う　

昭あ
き

男お

さ
ん

　
《
瑞
宝
単
光
章
》　

平ひ
ら

井い　

壽ひ
さ

人と

さ
ん

　
《
瑞
宝
単
光
章
》　

宗そ
う

宮み
や　

恒つ
ね

雄お

さ
ん

　
《
黄
綬
褒
章
》　　

高た
か

橋は
し　

征ま
さ

利と
し

さ
ん

　
《
藍
綬
褒
章
》　　

國く
に

枝え
だ　

宏ひ
ろ

行ゆ
き

さ
ん

　

12
月
16
日（
水
）、揖
斐
川
町
の
幼
児
園
、

保
育
園
、
幼
稚
園
に
ひ
と
あ
し
先
に
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ（
橋
本
道
明
会
長
）が
企
画
し
た
も

の
で
、
会
員
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
姿
で
町

内
の
幼
児
園
な
ど
を
訪
れ
、
園
児
７
４
５

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
袋
を
持
っ
た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

が
遊
戯
室
の
扉
を
開
け
る
と
、
子
ど
も
た

ち
の
歓
声
が
あ
ふ
れ
、
目
を
輝
か
せ
て
い

ま
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
ブ
ー
ツ
に
入
っ
た
お
菓

子
と
と
ん
が
り
帽
子
で
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
が
一
人
ひ
と
り
に
声
を
掛
け
な
が
ら
手

渡
し
ま
し
た
。

　

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー

で
は
、「
サ
ン
タ
さ
ん
は
ど
こ
か
ら
き
た

の
？
」「
サ
ン
タ
さ
ん
は
い
く
つ
な
の
？
」

な
ど
愛
ら
し
い
質
問
が
あ
り
、
サ
ン
タ
さ

ん
も
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
15
日（
火
）、
清
水
小
学
校
の
５
年

生
26
人
が
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
揖
斐
川
尚し

ょ
う

和わ

園え
ん

を
訪
れ
、
児
童
ら
が
「
ア
イ
ガ
モ
農

法
」
で
育
て
た
お
米
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

清
水
小
学
校
で
は
、
５
年
生
の
児
童
が

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、
近
隣
農
家
の

協
力
を
得
て
、
田
植
え
か
ら
収
穫
、
脱
穀

ま
で
の
体
験
学
習
を
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
。

　

児
童
ら
は
、
写
真
で
脱
穀
ま
で
の
体
験

話
や
、
ア
イ
ガ
モ
農
法
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
た
。

　
「
農
薬
を
使
わ
な
い
ア
イ
ガ
モ
農
法
で

育
て
た
お
米
な
の
で
安
心
し
て
食
べ
て
く

だ
さ
い
」
と
想
い
の
こ
も
っ
た
イ
ラ
ス
ト

が
描
か
れ
た
米
袋
を
入
居
者
に
手
渡
し
ま

し
た
。

　

12
月
24
日（
木
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
平

成
27
年
度
越
美
山
系
大
規
模
土
砂
災
害
合

同
防
災
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
、県
、本
巣
市
、揖
斐
川
町
の
各
防
災

担
当
者
が
集
ま
り
、
今
回
、
土
砂
災
害
警

戒
情
報
を
発
令
す
る
岐
阜
県
気
象
台
も
初

め
て
参
加
し
、
災
害
発
生
前
か
ら
大
規
模

土
砂
災
害
の
発
生
、
住
民
避
難
ま
で
の
一

連
の
流
れ
を
想
定
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
情
報
収
集
・
伝
達
・
警
戒
避
難

に
係
る
対
応
が
適
切
に
行
わ
れ
る
か
を
確

認
す
る
目
的
で
、救
助
活
動
を
行
う
警
察
・

消
防
、
土
砂
災
害
等
の
応
急
処
置
を
行
う

建
設
業
界
な
ど
関
係
機
関
が
参
加
し
、
よ

り
実
態
に
沿
っ
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
機
関
の
動
き
を
共
有
す
る
こ
と
で
連

携
を
高
め
、
住
民
避
難
支
援
が
適
時
、
適

切
に
行
わ
れ
る
か
を
確
認
し
ま
し
た
。


